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林野庁は、我が国の木材需給の状況を明らかにする
「令和４年木材需給表」を公表しました。

１. 木材の需要
　令和４年（２０２２年）の木材の総需要量は、８，５０９万
４千㎥（丸太換算値。以下同じ。）となりました。前年
と比較すると２９６万４千㎥（３．６％）の増加です。これ
は前年に比べ、用材が３５万２千㎥（０．５％）増加したこと、
しいたけ原木が３万７千㎥（１５．０％）減少したこと、
燃料材が２６４万８千㎥（１８．０％）増加したことにより
ます。
なお、総需要量のうち、輸出量は３０４万２千㎥となりま
した。前年と比較すると２０万９千㎥（６．４％）の減少です。

２. 木材の供給
　国内生産量は、３，４６１万７千㎥となりました。前年と
比較すると８９万６千㎥（２．７％）の増加です。これは前
年に比べ、用材が１万７千㎥（０．１％）増加したこと、
しいたけ原木が３万７千㎥（１５．０％）減少したこと、燃
料材が９１万６千㎥（９．８％）増加したことによります。
　一方、輸入量は、５，０４７万７千㎥となりました。前年
と比較すると２０６万８千㎥（４．３％）の増加です。これは
前年に比べ、用材が３３万６千㎥（０．８％）増加したこと、
燃料材が１７３万２千㎥（３２．１％）増加したことによります。

３. 木材自給率
　令和４年の木材自給率は４０．７％となりました。前年と
比較すると０．４ポイントの低下です。用途別に見ると、
建築用材等の自給率は４９．５％で前年と比較すると１．５
ポイントの上昇、 非建築用材等の自給率は３４．２％で前
年と比較すると１．３ポイントの低下です。

　より詳しい「木材需給表」の内容は下記のＵＲＬから
御覧いただけます。
▶ https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/
　　mokuzai_zyukyu/index.html

「令和４年木材需給表」の公表
～木材自給率は４０．７％になりました～

表　令和４年　需要（供給）量

図　木材供給量及び木材自給率の推移
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